
茨城県稲敷市 土井畑 幸一郎 スポーツ

【年 齢】
33歳

【出身地】
大阪府河内長野市

【転出元】
大阪府河内長野市

【前 職】
特別支援学校常勤講師

【活動時期】
R２.４～

（３年目）

トランポリンというスポーツに子どもの頃から親しんで
おり、トランポリンを仕事にしたいという思いがあった。
2019年いきいき茨城ゆめ国体では、初めてトランポリン競
技が正式種目として採用され、市内にトランポリン環境が
揃った。そして、その国体終了後も、レガシーとしてトラ
ンポリン活動の普及・発展を担う地域おこし協力隊が募集
されていると知り応募した。

【メディア等の取材連絡先】
（メールアドレス）クラブ：sport.promo.ibaraki@gmail.com
【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
（Instagram）https://www.instagram.com/doihata_inashiki_trampoline/
（クラブHP） https://sites.google.com/view/sport-promotion-ibaraki

地域おこし協力隊活動中に、トランポリンを主軸にした
総合型地域スポーツクラブの設立をしようと腹を括った。
令和４年に一般社団法人を設立し、５月に総合型地域ス
ポーツクラブの認定を受けた。今後は、稲敷市を中心に、
Sport for Allを掲げ、生涯スポーツ実施率の向上を目指し、
設立したクラブの事業を行っていきたいと考えている。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●にぎやか公園作戦
新型コロナウイルス感染症が猛威を振るう中、ス
ポーツ庁は家族単位で、屋外スポーツを楽しむこと
を推奨していた。そこで、毎週日曜日の午後に、地
域の公園にてスポーツグッズを貸し出し、家族の余
暇とスポーツ実施を支援する活動を行った。

●一般社団法人スポーツプロモーションいばらき
令和４年４月１日に、トランポリン教室や生涯ス

ポーツ教室を主催するスポーツクラブの法人化を
行った。現在は、総合型地域スポーツクラブとして
スポーツ教室や健康運動教室、スポーツイベントの
実施などを行っている。地域おこし協力隊としては
主にバックオフィス業務を行っている。

●稲敷市民のスポーツ実施に関する調査
大学時代に学んだ統計分析やアンケート調査の知

識・技術を使い、稲敷市内のスポーツに関するアン
ケート調査を２回実施した。これらの結果について
集計・分析し、市のスポーツ実施の実態を把握する
とともに、スポーツ振興課長や教育長に結果を説明
し、市のスポーツに関する現状と課題を共有した。
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